
受雷部システム

受雷部システム とは

受雷部システム(air-termination sysytem)
外部LPSの一部で，落雷を補足するための，突針，メッシュ導体又は水平導体のような
金属部材で構成されるシステムをいいます。
出典（定義）JIS Z 9290-3

外部LPS（external lightning protection system)
LPSの一部で，受雷部システム，引下げ導線システム及び接地極システムで構成される
システム。

特定非営利活動法人　雷保護システム普及協会　では　「雷保護システム技能者」講習
会を開催しています。

2019年2月の講習会で使用したテキスト内容の抜粋を示します。

2020年6月

講習会では、回転球体法、保護角法、メッシュ法
の規定について詳しく説明します。
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メッシュ法の場合は、メッシュ導体によって囲まれた内側を保護範囲とす
る。ただし、メッシュ導体より突出した対象物は保護されない。

メッシュ法による保護

突針（避雷針）による保護例

突針（避雷針）の取付例 突針（避雷針）による保護例 避雷針先端の突針

メッシュ導体・水平導体による保護例

メッシュ導体による
屋根の保護例

水平導体による
屋上部の保護例

笠木受雷部による
保護例

水平導体による
パラペットの保護例
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